
富 

子 

〇
湯
た
ん
ぽ
に
今
日
と
明
日
を
語
り
か
け 

〇
初
景
色
路
に
入
れ
歯
の
落
と
し
物 

自
家
製
で
賄
え
た
日
も
あ
り
七
草
や 

  
千 
代 

〇
街
空
を
鳶

と
ん
び

の
つ
が
い
初
景
色 

 

ひ
び
入
り
し
鳥
居
へ
朝
日
初
山
河 

人
日
の
速
報
地
の
揺
れ
波
の
揺
れ 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

文 

子 

〇
白
鷺
の
中
洲
降
り
立
つ
初
景
色 

〇
人
日
の
「
用
心
棒
」
の
山
田
五
十
鈴 

〇
雨
後
の
川
枯
葦
光
り
集
め
お
り 

  

 

農 

子 

 

故
郷
の
廃
校
残
る
初
山
河 

 

人
日
の
一
人
籠
り
て
暮
れ
に
け
り 

 

賀
状
来
ぬ
ス
マ
ホ
も
持
た
ぬ
友
想
う 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

初 

江 

〇
人
の
日
の
列
あ
る
街
の
弁
当
屋 

兄
追
っ
て
通
園
し
た
い
児
春
よ
来
い 

 

初
景
色
い
つ
も
通
り
の
も
み
じ
橋 

 

 

   

市
民
句
会
報 

 

令
和
六
年
一
月
二
十
四
日 

 

（
高
知
市
民
図
書
館
） 

○
印 

味
元
昭
次
選 

順
不
同 

              

富 

江 

人
日
や
宅
急
便
に
姪
の
声 

吾
子
誘
ひ
米
寿
の
夫
と
初
喫
茶 

氏
神
へ
石
段
の
列
初
景
色 

  

丞 

子 

〇
人
日
や
七
つ
の
椀
の
朝
の
粥 

 

紛
れ
込
む
日
曜
市
の
初
景
色 

 

大
寒
の
バ
イ
カ
オ
ウ
レ
ン
粛

し
ゅ
く

々
と 

  

郁 

子 

〇
七
種
を
刻 き

ざ

む
手
許
に
夕
日
光 こ

う 

 

元
旦
の
汽
笛
は
長
く
明
け
の
空 

 

活
気
づ
く
早
春
の
市 い

ち

土
佐
訛 

 
  

 

酔 

花 

 

メ
ー
ル
に
は
お
せ
ち
料
理
や
七
福
神 

 

七
草
が
ゆ
仏
と
食
す
朱
の
お
椀 

 

猫
よ
け
て
炬
燵
に
そ
っ
と
足
伸
ば
す 

 

え 

り 

〇
人
日
や
ス
マ
ホ
決
済
レ
ジ
通
る 

 

天
界
の
何
も
変
わ
ら
ず
鏡
餅 

 

大
歩
危
や
舳
先
に
迫
り
初
景
色 

  

志
津
子 

〇
日
だ
ま
り
に
こ
こ
に
居
ま
す
と
冬
す
み
れ 

 

冬
天
や
鳶
は
ゆ
っ
く
り
輪
を
描
く 

 

冬
の
灯
の
一
つ
消
え
た
る
道
の
先 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

  

               

★
次
回
市
民
句
会 

 

【
開
催
日
時
】 

令
和
六
年
二
月
二
十
八
日
（
水
） 

午
後
一
時
十
五
分
～
午
後
四
時
（
予
定
） 

【
場
所
】 

オ
ー
テ
ピ
ア
４
階 

研
修
室 

ど
な
た
で
も
自
由
に
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す 

  

同
胞
は
皆
よ
ろ
よ
ろ
と
初
山
河 

 

人
日
や
片
手
を
挙
げ
る
笠
智
衆 

 

人
日
や
昭
和
の
日
々
を
夢
に
み
て 

 

味
元 
昭
次 

作
品 


